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《南部人権問題講演会事業　報告》

おとぎぞうし～トーク＆ライブ～
未来に伝えたい　大切なこと
１０月２８日（金）尾道在住のフォークデュオおとぎぞうしのトーク＆ライブを開催しました。「３月１１日，地震と津波で多くの命が奪われ，故郷をなくした人がたくさんいます。復興しても帰れない故郷があります。福島は原子力発電所の事故により，土地，空気，水が放射能に汚染されてしまいました。被害は酪農家や農家のみならず，子どもたちやおとなにまで及んでいます。「命より大切なものがあるのですか」と，訴える仲間を増やしたいと思っています。私は同和教育の中で育ちました。人権の尊さ，戦争の恐ろしさを，出会った先生からたくさん学びました。福山の人権の大切さを訴える‘灯’を消さないで欲しいと思っています。二度と戦場に子どもたちを送り出してはいけない。二度と放射能の被害者を出してはいけない。」と熱く話されました。

おとぎぞうしの暖かな歌声が来場者の心を揺すりました。
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人・まち・ふくしフェスタ＠２０１１うつみ・ぬまくま
11月1３日（日）沼隈支所駐車場・沼隈サンパルを主会場に『人・まち・ふくしフェスタ２０１１＠うつみ・ぬまくま』がEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいさい),開催)されました。
午前の部は，『被爆ピアノとともに』と題して，被爆ピアノコンサートが開かれました。矢川光則さんの被爆ピアノについてのお話とおはなし広場のみなさんによる詩の朗読の後，西田範子さんの演奏で中川しのぶさんが，「青い空は」「一本の鉛筆」「折り鶴」などを歌われました。被爆ピアノの美しい音色に，平和への思いを新たにしました。
午後の部では，共催事業の山本瀧之助没８０周年記念行事が開催され，敦賀短期大学教授の多仁照廣さんをお招きして「青年の自立を求めて～山本瀧之助の生涯と社会教育実践～」と題した講演会，朗読ボランティアともしびによる「山本瀧之助からのメッセージ」の朗読，千年小学校６年生の劇「山本瀧之助物語」の発表がありました。
また，沼隈支所駐車場では，各学区から多数出店された飲食店やスカットボール・交通安全コーナーなどのお楽しみコーナー，サンパルロビーでは福祉を高める会による地域福祉活動展・食生活改善委員さんの手づくりおやつの試食など多彩な催しがありました。

　
青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて
【６】はじめての上京
瀧之助の上京が実現したのは，「田舎青年」を新聞に紹介し，はげましの手紙を届けてくれた新聞「日本」の記者，五百木良三の招きによるものであった。上京して眼病の治療を受けることを勧められ，１９０１年（明治３４年）９月下旬に出発，翌年５月２９日に帰郷する。東京では，眼病治療をしながら，医学雑誌「医海時報」社に勤め，ここで出版に関するノウハウを学ぶことになる。また，上京中に多くの人々と知遇を得るが，陸軍総監，石黒忠悳や今津出身で出版業を営む川本亀之助などは，生涯にわたり，公私にわたり，世話になった人々である。

帰郷した瀧之助をふるさとは暖かく迎え入れ，常石尋常小学校に復職し，８月には，次の仕事の一歩を踏み出した。それは，「医海時報」社で経験したことを生かし，瀧之助が執筆，編集する雑誌「沼隈時報」（第4号より「吉備時報」と改題）を発行，その後，１０年間続刊することになる。　　　　　次号に続く

執筆：上田靖士（山本瀧之助研究会会員）
　
南部こんなんやるＤay
南部管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

山手コミュニティセンター　℡９５１－５６７９

☆子どもサロン　クリスマスミニコンサート

と　き　　１２月２１日（水）１０：００～

出　演　　まま～ずアンサンブルのみなさん

参加費　　無料

ジングルベル・あわてんぼうのサンタクロースなどクリスマスソングを演奏してもらいます。

アンパンマン体操や手遊びもあるよ。


“ローズパーティ”作品展

出展作品募集のおEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(し),知)らせ

今年もローズパーティを開き，ばらにちなんだ作品の出展を募集します。

手芸品や写真，絵画や彫刻など，なんでも結構です。生花のない季節，ばらを愛でるひと時にご参加ください。

と　き　２月12日(日)１０：００～

ところ　沼隈図書館 市民ギャラリー
問合せ・申込み　南部生涯学習センター　℡９８０－７７１３


沼隈図書館だより　℡９８７－５６３０

☆クリスマスのおはなし会

と　き　　１２月１８日（日）１４：００～

内　容　　大型絵本「ぐりとぐらのおきゃくさま」

パネルシアター・サンタの折り紙　など

☆特集展示

一　般　　年末年始お役立ち本
児　童　　クリスマス・お正月・干支の本


ボーノさんのささやき
第2次世界大戦による人権侵害に対する反省から，１９４８年（昭和２３年）国連総会で，「世界人権宣言」が採択されました。

自分自身をかけがえのない大切な存在と思える人は，他の人のことも受け止めやすくなるといわれています。「自分と同様に，他の人も大切な存在」これは，すべての人の尊厳を認める基本ではないでしょうか。

他の人のことを思いやることで，様々な人権問題に気づき，他の人の人権を大切にすることができます。そして，それは自分の人権を守ることにつながっているのです。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























